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研究の目的

ICTを活用し、「出席」情報を軸に

学生・教師・父兄の緊密な連携
を築くことにより、教育の質的向
上に貢献するシステムの開発。



研究の概要

• 無線LANに対応したモバイル機器を出席簿と
し、学生の出席情報をリアルタイムに関係者
間で共有する。

• 授業アンケート機能により、学生からの講義
のフィードバックを共有する。

• 出席とアンケート情報をとおして学生の授業
参加意欲を高め、教育の質の向上につなげ
る。



研究成果

• iPhone, iPad や Android OS 搭載端末といった

汎用製品を使ってデジタル出席簿を実現し、
リアルタイムで出席確認を行えるシステム一
式を開発した。[商用化にも対応済み]

• 沖縄工業高等専門学校で実際に運用を行い、
教師の作業負荷軽減と、学生とのコミュニ
ケーション確立に有効であるということがわ
かった。



研究の詳細



既存システムとの差異

• 類似研究ならびに商用製品の調査
– 学生の携帯電話を認証端末に使う。

– 専用のカードリーダーを導入し、学生証を使う。

– 指紋認証など、個人特定情報を使う。

• 開発したシステムの優位性
– 学生側の準備が不要のため初期導入費が安い。

– 汎用製品を使うため、運用面の負荷が低い。

– 学校全体で使うことでメリットを感じる工夫がある。



システム開発で重視する指標

• Webベースのシステムであること。

• 操作端末を限定しないこと。

• リアルタイム性、信頼性を確保すること。

• 代返（個人認証デバイスの貸与など）の防止。

• 人的作業の効率化。

• コスト削減。（初期導入費、運用費）



システム概要

出席管理
入力閲覧用

出席管理
入力閲覧用

Webサーバ 認証(LDAP)サーバ

マスタ管理、講義登録、
出席管理、アンケート
管理等の全機能

マスタ管理、講義登録、
出席管理、アンケート
管理等の全機能

PDAPC



iPhoneによる出席確認 [1]

教師IDによるログオン



iPhoneによる出席確認 [2]

その日の授業を選択



iPhoneによる出席確認 [3]

受講生一覧が表示

標準は「出席」に○が
ついている



iPhoneによる出席確認 [4]

指でスクロールしながら
出席を確認

出席の場合、何も
しなくてよい



iPhoneによる出席確認 [5]

学生の「出欠情報」を
確認できる

当日の出席状況が
把握できる

欠席の場合の理由等も
入力できる



iPhoneによる出席確認 [6]

この学生による、この
講義の過去の出席情

報も確認できる



iPadによる出席確認 [1]

iPadではPCと似たイン

タフェースを利用できる



iPadによる出席確認 [2]

iPhone同様、学生の詳

細な出席情報を確認
できる



アンケート[1] 教師による作成

画面上で設問を設定



アンケート[2] 学生による回答

Webから入力



アンケート[3] 結果の集計

即座に集計



実証実験を通したフィードバック

• PDAの操作性

– マニュアルがなくても操作できるほどシンプルであること。

– ボタン類を大きく配置すること。

– 機器を選ばないこと。

• iPhone, iPad, Android 搭載端末で同じ操作性。

• 必要な情報を現場で確認できる

– 学生の、その日の授業参加状況

– 学生の、その講義の過去の出席状況



実証実験後の反応

• どの PDA が良いか

– スマートフォン (iPhone) とタブレット (iPad) は好み

が分かれる。

• 運用可能な範囲

– 40名程度のクラスなら教師による点呼が可能。

– 大規模クラスでの点呼は困難。別の仕組みが必
要。



導入効果を高める工夫

• 利用する教師数の増大

– 使う先生が少なければ効果が出ない。

• 単なる事務作業軽減が目的ではない。

– 家庭との連携

• 出席状況のメール送信機能の活用が課題。

• アンケート結果の活用

– 紙媒体でのアンケートと異なり、回答率が高まる、集計結
果がすぐにわかるというメリットがある。

– その結果を授業にどうフィードバックするか、が問われる。



他学校の反応

• 意思決定の問題

– 関係者が多い（本システムは全教員対象）分だけ導
入には時間を要する。

• メリットが実感できない

– リアルタイムな出席記録の活用は理想的だが、そこ
までする必要はないのでは...

• 既存システムとの連携

– ここで蓄積されたデータを既存の学務システムに投
入するためには連携部の個別作り込みが必要。



今後の課題

• メリットを明確にする

– 先生方の事務作業軽減にとどまらず、本当に学
生のモチベーションが上がり、退学率減少に貢献
するのか。（数年ほどデータをとる必要がある）

• 大教室への対応

– 現在の仕組みを活用しつつ、大教室での出席確
認を行える方法を検討する。



まとめ

• 本システムの意義および波及効果

– 開発したシステムは他高専だけでなく小中学校から
大学、専修学校まで応用できる仕組みであり、学校と
父兄を結ぶコミュニケーションの一助となりえる。

• 地域ICTの役割

– 本システムは無線LANと3G回線の両方に対応した
PDA（スマートフォン）の登場と、それを支える回線網

のインフラがあって成り立つ。沖縄のような島嶼地域
では、これらのインフラの拡充と安定稼働は非常に
重要である。


